







































分類方法は適｣(５)さなかった｡ そこで､ 委員会の方針として､ 当委員会
収集資料を､ 日本十進分類法 (以下 NDC) に依拠した新しい分類法





上記のとおり､ 旧近代中国研究委員会においては NDC に依拠した分
類が始まった一方､ 図書部においては依然として､ 現代中国語資料の四
部分類による分類・整理が続けられてきた｡ その結果､ 所蔵資料を俯瞰









た｡ また､ 同じく主な収集対象から外れる自然科学や語学､ 文学なども､
大まかな分類が付されているのみであった｡ そこで､ 図書部資料整理課
目録係の篠 陽子氏により､ NDC 及び ｢中文書籍分類表｣ に基づきつ
つ中国や台湾の分類法(６)も参考にして項目の取捨選択をした､ 図書部
独自の ｢東洋文庫中国図書分類表｣ (以下､ TDC) が作成された｡ 以下
に挙げる２か所は､ ｢中文書籍分類表｣ と比較して､ 特に TDC の特徴
が表れていると筆者が考える部分である｡
(１) 歴史
｢中文書籍分類表｣ との大きな差異のひとつに､ TDC が ｢考古学｣
を分類項目として挙げていることがある｡ ｢中文書籍分類表｣ は､ 前述
のとおり近代を主題とする資料群のために作られた分類表であるため､
｢考古学｣ という分類項目は設定されていない｡ しかし､ 前近代史にお
いて考古学は重要な分野のひとつである｡ そこで､ TDC では ｢中国   分 法｣ のＫ85 ｢文物考古｣(７)を流用してＣ280 ｢文物考古 (考古
学)｣ という項目が作られている｡ 中国の文物に関する考古学はＣ282
｢中国文物考古 (総論)｣ の下位に並んでいるのだが､ なかでもＣ282.1
｢敦煌学｣ を採用したことは､ 敦煌関連資料も多く所蔵する(８)東洋文庫
の特徴を表しているものと言える｡ また､ 出土文物については､ 例えば
Ｃ282.91 ｢遺物｣ ＞Ｃ282.911 ｢石器｣､ Ｃ282.912 ｢銅器｣､ Ｃ282.913
｢銅鏡｣､ Ｃ282.914 ｢陶､ 瓷､ 磚瓦｣､ Ｃ282.915 ｢其他の遺物｣ といった
具合に､ 必要に応じて細分してある｡ そのほか ｢遺跡｣ ｢出土文字資料｣
についても同様である｡ なお､ ｢出土文字資料｣ の ｢金石文｣ について
は､ 当初下位分類項目が ｢金文｣ ｢石鼓文｣ ｢碑碣｣ ｢石経｣ ｢経幢｣ ｢墓
誌｣ ｢其他の石刻｣ となっていた｡ しかし､ 後日ひととおりこの分野の
分類入力作業を終えたところで､ 所蔵の状況から見てここまで細かい必
要はなく､ 逆に細かくすることで石刻文については全体が把握しづらく








これも ｢中国   分 法｣ のＨ２ ｢中国少数民族 言｣(９)を流用・取
捨選択し､ Ｃ819.1 ｢少数民族古語｣､ Ｃ819.21 ｢蒙古語｣､ Ｃ819.22 ｢蔵




上述の経過を経て､ TDC はひとまずその形を整えた｡ 次はいよいよ､
筆者が担当した､ 分類検索を可能にするための分類付与・入力作業であ
る｡ すでに､ 旧近代中国研究委員会の研究を引き継いだ近代中国研究班
が､ ｢中文書籍分類表｣ に基づいてある程度の入力を行っていた (TDC
の分類番号は ｢中文書籍分類表｣ とほぼ共通のものである) で､ 重複す
る分野についてはもちろん､ それ以外の分野でも､ 判断基準等参考にさ



















な資料の分類である｡ というのは､ ｢中文書籍分類表｣ もそうであるが










こで､ これも篠 氏と相談の上､ 改めて NDC や ｢中国   分 法｣




討が重ねられた｡ 公開当初は (今現在もそうであるが)､ 分類番号が完
全に一致するものについてだけ表示をさせていた｡ 例えば､ Ｃ210.7
｢民国 (1912―1949年)｣ をクリックしても､ Ｃ210.71の分類を持つ ｢辛
亥革命｣ は出てこない｡ 至極当然なことではあるが､ 民国に関する資料
がどのくらいあるのか､ といった所蔵資料の全体像を掴むには､ その範
囲の項目をひとつひとつクリックしていかねばならない｡ 分類を細かく













立って2007年4月に公開されていた ｢中国語図書の検索｣ は､ 書名､ 各
巻内容書名､ 叢書名､ 著編者名､ 出版地､ 出版者､ 出版年を検索対象と



















注(１) 本庄比佐子 ｢近代中国研究と東洋文庫 [平成16年度秋期東洋学講座講演
要旨 (世界のアジア学と東洋文庫)]｣ 『東洋学報』 86巻４号 (2005.3) p.
80 (東京：東洋文庫, 1911-)
(２) 『東洋文庫年報』 2010年版 (東京：東洋文庫, 2012.2) p.5
(３) 東洋文庫ＨＰの､ 現代中国語図書キーワード検索 OPAC である ｢中国
語図書の検索｣ で０検索をすると､ 平成25年１月10日時点で58,261件ヒッ
トする｡
(４) 『近代中国関係図書分類目録：東洋文庫所蔵. 中国文２』 (東京：東洋文
庫, 1992.3.) はしがき
(５) 同上
(６) 『中国   分 法』 第４版 (北京：北京   出版社, 1999.)､ 同第
５版 (北京：国家   出版社, 2010.9)､ 『中文圖書分類法』 2007年版
(臺北：國家圖書館, 2007.12)
(７) 『中国   分 法』 第５版 (北京：国家   出版社, 2010.9) pp.230-
232





(９) 『中国   分 法』 第５版 (北京：国家   出版社, 2010.9) pp.159-
160
(10) Ｃ819.の後が ｢少数民族古語｣ のみ１であるのは､ その下位にＣ819.11
｢匈奴語｣､ Ｃ819.12 ｢鮮卑語｣ など８つの項目を設定しているためであ
る｡
(国立国会図書館参事)
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